
未来の世界についての報告を物語ります。話を続けるあいだにも、声

と語りは崩れていき、単語が繰り返され、言語は入り混じり、センテン

スは溶解していきます。それはまるで、未来への長い旅と同時に、「語

り」それ自体が、自らを構築する「言語」そのものへと、危険な旅に乗り

出しているかのようでもあります。

綿密なリサーチに基づき、重層的に構築された彼女の作品を通して、

私たちは物語のもつダイナミックな世界観を目の当たりにすると同時

に、それらがどこか遠く隔たった別の場所ではなく、現代の精神的なあ

り方をも示していることに気が付くでしょう。今回の滞在を通して、リス

レゴーは、ギャラリーではなく、談話室などの、より生活空間に近い場

所での新たな提示の仕方を模索しています。さまざまな記憶が蓄積し

た京都芸術センターの空間を歩きながら、日常と地続きにある、異相の

世界に足を踏み入れてみてはいかがでしょうか。

TO P I C  01

アン・リスレゴー展 『Shadow Ya Ya』

PARASOPHIA:	京都国際現代芸術祭2015に出展された3Dアニメー

ションを使用した映像インスタレーション作品でも注目を浴びた、ノ

ルウェー出身の現代美術作家、アン・リスレゴーの個展を開催します。

フィリップ・K・ディックの『アンドロイドは電気羊の夢を見るか？』や、

U・K・ル＝グィンの『闇の左手』、あるいは川又千秋の『幻詩狩り』など、

主としてSF文学からインスパイアされた彼女の作品には、動物や人間、

20世紀の建築や美術作品の一部などが登場し、音響や光の効果と一

体となって複合的なイメージを構築します。今回の展覧会では、ともに

日本初公開となる《Time	Machine》（2011）と《Crystal	World（after	J・G・

Ballard）》（2006）の2作品を、新たなインスタレーション作品として提示し

ます。

同期されていない２つのスクリーンを使った、3Dアニメーションによ

る作品《Crystal	World》では、リナ・ボ・バルディがサンパウロ郊外に自

邸として建てた「ガラスの家」（1951）や、オスカー・ニーマイヤー率いる

建築家チームが設計した、サンパウロのシッシロ・マタラッツォ・パヴィ

リオン（1957）が、熱帯のジャングルの奥深くにたたずむ、緩慢に結晶化

してゆく近代的なホテルに置き換えられています。

1960年に出版された、さまざまな自然災害をテーマにしたJ・G・バ

ラードの中編小説の1作、『結晶世界』は、熱帯雨林の奥深くで発見され

た謎の結晶化ウィルスがあらゆる有機物を化石に変えてゆく様子を描

いています。バラードは、悪夢のような世界を旅するかたわら、文明社

会の劣化や解体、人間性の喪失を描く黙示録的な作品を通して、無意

識の領域に取り組みます。断片からなるバラードの文章は、ハイブリッ

ドな現実を構築しながら、支配への執着、自分の中の他人、そして外

と内の境界が完全にあやふやになった世界における人間の未来といっ

た、直視しがたい問題を投げかけます。リスレゴーの作品では、作品

のもつ不穏なイメージが、結晶化して化石の世界となった西アフリカの

ジャングルを舞台に、長く伸びる影のイメージと結びつきます。

もう一つの作品《Time	Machine》では、解体されたミラーボックスの

中に映し出されたキツネのような生物が、突っかえながら、H・G・ウェ

ルズの小説『タイムマシン』の主人公さながら、彼が訪れたはるか遠い

アン・リスレゴーの作品を見ていると、ひとつの作品が別の作品とリンクし、思考の中でどんどん
世界が拡張されていく面白さを味わうことができます。関連企画では、PARASOPHIA:	京都国際
現代芸術祭2015のアーティスティック・ディレクターである河本信治氏をお招きし、トークを行いま
す。彼女の膨大な思考の一部を繙き、モチーフのバックグラウンドを知ることで、より遠くへと旅す
ることができそうです。 武本彩子（アート・コーディネーター）

アン・リスレゴー展 『Shadow Ya Ya』
会期：	10月27日（火）－12月25日（金）10:00－20:00
※会期中無休・入場無料
会場：	談話室	ほか

［関連企画］
トーク ｜ アン・リスレゴー×河本信治
日時：	11月15日（日）13:00－15:00
会場：	講堂
※入場無料・事前申込不要	※逐次通訳有
※イベント情報(P2)もご覧ください

Ann LISLEGAARD （アン・リスレゴー）
ノルウェー・トンスベルグ生まれ。現在コペンハーゲンとニューヨークを拠点に活動。2015年、
PARASOPHIA：京都国際現代芸術祭2015に出展、テルアビブ美術館のParaspaceにて個展
を開催。Marabouparken（ストックホルム、2010）、Raven	Row（ロンドン、2009）、The	Henry	Art	
Gallery（シアトル、2009）、デトロイト現代美術館（2009）、アストルップ・ファーンリ現代美術館（オ
スロ、2007）、コペンハーゲン国立美術館（2007）で個展を開催。2005年ヴェネチア・ビエンナー
レ、2006年サンパウロ・ビエンナーレ、2013年リヨン・ビエンナーレ、2014年シドニー・ビエン
ナーレに参加。

PROFILE

Ann	Lislegaard	《
Tim
e	M
achine》	 （

2011）

Photo	by	Fabiana	Viso,	courtesy	of	the	artist	and	M
urray	G

uy	G
allery,	N

ew
	York

Ann	Lislegaard《Crystal	World	(after	J.G.	Ballard）》（2006）	
Courtesy	of	the	artist	and	Murray	Guy	Gallery,	New	York

アン・リスレゴー《神託、フクロウ……ある動物は眠らない》(2012－14)
Courtesy	of	the	artist	and	Murray	Guy	Gallery,	New	York
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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）
催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、
TEL、FAXで事前にお申込ください。チケット窓口でも受け付けます。
※　印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です
　（制作支援事業は京都芸術センターチケット窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外）
　その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください
※各種学生料金は要証明書呈示

美術

アン・リスレゴー展 『Shadow Ya Ya』
会期：	10月27日（火）－12月25日（金）
	 10:00－20:00
	 	 ※会期中無休・入場無料
会場：	談話室 ほか

［関連企画］
トーク ｜ アン・リスレゴー×河本信治
日時：	11月15日（日）13:00－15:00
会場：	講堂
※入場無料・事前申込不要
※Topic01(P1)もご覧ください

京都芸術センター×京都市立芸術大学
アーティスト・イン・レジデンス2015
マルティ・ルイツ バシェ音響彫刻展覧会
会期：	11月4日（水）－12日（木）
	 10:00－20:00（最終日のみ10:00－17:00）
	 	 ※会期中無休・入場無料
会場：	ギャラリー北
※Topic02(P4)もご覧ください

伝統

五感で感じる和の文化事業
伝統芸能ことはじめ
第4回「実盛物語」
日時：	11月3日（火・祝）14:00－15:30
会場：	大広間
講師：	小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）
料金：	無料
定員：	100名（先着順／要事前申込）

素謡の会「宙にただよう恋」
第3回《定家》
日時：	11月5日（木）
	 開場18:30 開演19:00（受付開始18:00）
会場：	大広間（待合：講堂）
出演：	河村晴道、味方健、味方玄、深野貴彦、

田茂井廣道、竹市学
料金：	前売1,500円／当日1,800円

KAC Performing Arts Program 2015 / 
Traditional Performance
継ぐこと・伝えること54「石見神楽」
実演とトークを通して石見神楽の演劇的要素と
音楽性を紹介します。
日時：	11月22日（日）開場15:30 開演16:00　
会場：	講堂
出演：	石見神楽保存会 久城社中
ゲスト：福岡ユタカ（音楽家）
料金：	前売1,800円／当日2,000円／高校生以

下500円
※Topic04(P4)もご覧ください

五感で感じる和の文化事業
月イチ☆古典芸能シリーズ
第29回「漆と食～器から見る食文化～」
11月は漆塗りの椀や箸といった道具の角度から
日本の食文化に迫ります。
日時：	11月23日（月・祝）16:00－17:30
会場：	和室「明倫」
講師：	三木啓樂（漆工芸家）
料金：	無料
定員：	30名（先着順／要事前申込）
※10月20日（火）10:00から電話にて受付開始

明倫茶会

｢紙風船｣
花や掛け軸のかわりに、岸田國士の名作「紙風
船」を土台にした短い二人芝居をお楽しみいた
だく、演劇茶会。
日時：	12月5日（土）11:00／13:00
会場：	講堂
席主：	あごうさとし（劇作家・演出家・アトリエ劇研

ディレクター）

内容：	抹茶とお菓子
定員：	各席40名
料金：	1,000円
申込方法：往復はがきに、催し名･住所･氏名･電

話番号･希望時間、同席希望の方がおられ
る場合はその方のお名前を明記の上、11
月20日（金）までに申込〔必着〕。ウェブサイトか
らも申込可。応募者多数の場合は抽選。

音楽

京都芸術センター×京都市立芸術大学
アーティスト・イン・レジデンス2015
マルティ・ルイツ バシェ音響彫刻コンサート
修復したバシェ音響彫刻を使用し、1970年の大
阪万博で演奏された『四季』を再演。
日時：	11月15日（日） 開場14:30  開演15:00
会場：	フリースペース
出演：	宮本妥子、永田砂知子、中谷満、マル

ティ・ルイツ、山口恭範
ゲスト：ツトム・ヤマシタ
曲目：	武満徹『四季』 ほか
料金：一般前売1,500円／当日2,000円
	 学生1,000円 （前売・当日共）
※Topic02(P4)もご覧ください

明倫レコード倶楽部 [其ノ57]
「フルトヴェングラー特集」
日時：	 11月29日（日）14:00－16:00
会場：	ミーティングルーム2
講師：	亀村正章
曲目：	歌劇「魔弾の射手」序曲 ほか
料金：	無料 
定員：	50名（先着順／要事前申込）

ダンス

KAC Performing Arts Program 2015 / 
Contemporary Dance
大野一雄 映像展
日時：	11月27日（金）－12月1日（火）10:00－20:00
会場：	フリースペース
※会期中無休・入場無料

［関連企画］
大野慶人 舞踏ワークショップ
日時：	11月28日（土）19:00
場所：	講堂
料金：	1,000円
定員：	30名（先着順／要事前申込）

協力：	大野一雄舞踏研究所、京都造形芸術大
学舞台芸術研究センター

※Topic03（P4）もご覧ください

演劇

山崎彬 作・演出 『また愛か』
日時：	10月24日（土）－11月2日（月）
会場：	フリースペース
料金：	一般前売3,500円／当日4,000円
	 学生前売3,000円／当日3,500円
チケット取扱：京都芸術センター窓口、ウェブサイ

ト、チケットぴあ（Pコード：445-044）
※詳細はウェブサイトをご覧ください

K YOTO EXPERIMENT

KYOTO EXPERIMENT トークイベント
日時：	11月9日（月）15:00−16:30
会場：	フリースペース
ゲスト：岡田利規、松本雄吉、麿赤兒
※入場無料・事前申込不要

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアーティ
ストによるワークショップ（参加無料・要事前申込）

桑折現×木藤純子×中川裕貴
『コンサートの「もと」／「観客」を創る＋
オープンスタジオ』
「音楽家の演奏を鑑賞する」という行事（＝コン
サート）の中に別のワークを盛り込むことで、鑑
賞の可能性／視点を考えるワークショップで
す。併行してオープンスタジオも開催します。
日時：	11月7日（土）15:00－16:30
会場：	制作室8
定員：	10名

劇団ZTON『殺陣入門教室』
“殺
た

陣
て

”の技術を、実際に木刀を使って体験しま
す。単純に身体を動かしたい方も大歓迎です。
日時：	11月23日（月・祝）10:00－12:00
会場：	制作室5
定員：	15名
対象：	小学生以上
※動きやすい服装でお越しください

あごうさとし
『アウラの行方－「純粋言語を巡る物語－バ
ベルの塔Ⅱ」プレレクチャー』
ベンヤミンの思考を下敷きに作・演出のあごうさ
としと、ドラマトゥルクの仲正昌樹教授（法哲学）が
「無人」という実験劇の可能性を探る。
日時：	11月29日（日）13:00－14:30
会場：	制作室2
定員：	30名

男肉 du Soleil　連続ワークショップ

１．『男肉 du Soleil稽古場見学』
現在稽古中である、男肉 du Soleilの次回公演『が
んばれ！モグラーズ～キミとボクの小宇宙(リトルス
ターウォーズ)～』の稽古場をのぞいていただきます。
日時：	11月3日（火・祝）18:30－20:00
会場：	制作室10
定員：	8名

2．『男肉的演技法を考える』
男肉 du Soleilの舞台では、どのようなアプロー
チの方法をとるか、過去の公演のテキストを用
いながら皆さんと考えます。
日時：	11月30日（月）18:30－20:00
会場：	講堂
定員：	8名

3．『もえぎのお絵描き講座』
簡単なイラストを描いてみましょう。動物や人物
を可愛くデフォルメして、イラストにしてみます。
日時：	12月1日（火）18:30－20:00
会場：	ミーティングルーム2
定員：	5名
対象：	イラストに興味のある方
持物：	鉛筆（シャーペンでも可）・ノート

発表支援事業（共催事業）

「Ori-rhythm Ⅲ」展
～建築空間を彩る現代の染めと織り～
若手織作家8名によるタペストリーの展示。
日時：	10月21日（水）－11月4日（水）
	 10:00－22:00 ※入場無料・会期中無休
会場：館内各所

［関連企画］
オリリズム・ワークショップ
ブレスレット、またはしおりを作ります。
日時：	11月1日（日）13:00－17:00
場所：	ワークショップルーム2
※参加無料・事前予約不要・時間内随時受付（最終受
付16:00）・材料なくなり次第終了
主催・問合せ：オリリズムⅢ実行委員会
　TEL：075-341-1501
　E-mail：orirhythm@gmail.com

第328回 市民寄席
日時：	11月4日（水）開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
演目：	露の雅 「つる」
	 笑福亭晃瓶 「ちしゃ医者」
	 桂九雀 「こぶ弁慶」
	 桂雀三郎 「帰り俥（作＝小佐田定雄）」
	 （出演順）

料金：	前売1,500円／当日1,800円
主催：	京都市、ロームシアター京都（公益財団法

人京都市音楽芸術文化振興財団）

問合せ：ロームシアター京都 開設準備室 
　TEL：075-746-3355

鈴木陽子作品展vol.9 『人魚姫』
日本語、英語、フランス語で歌い、語る、モノオ
ペラ（初演）。
日時：	 11月10日（火）開場18:00 開演18:30
原作：	アンデルセン『人魚姫』
作曲：	鈴木陽子
演奏者：太田真紀（ソプラノ）、辺見康孝（ヴァイオリン・ヴィ

オラ）、松村多嘉代（ハープ）、松村衣里（ハープ）
場所：	講堂
料金： 2,000円（前売・当日共）
主催・問合せ：OFFICEアメリカンブルー
　TEL：075-724-6820
　E-mail：amblue907@gmail.com

真夜中の学校 I
元小学校の講堂で聴く、「真夜中の」現代音楽。
日時：	11月11日（水） 開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
料金：	一般前売3,000円／当日3,500円
	 学生2,000円（前売・当日共）
主催：	音楽家集団 “婆娑羅…カオスモス”
問合せ：カオスモス事務局
　TEL：090-4131-0449
　E-mail：basara_chaosmos@nifty.com

Trans_… 超えていくもの
京都⇋フランス現代音楽往来
フランス／京都に何らかの形で創作拠点を持つ
作曲家達による個性的な作品をお届けします。
日時：	11月13日（金） 開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
料金：	前売2,500円／当日3,000円
主催・問合せ：Ensemble Kujoyama
　TEL：090-1710-6597
　E-mail：e.kujoyama@gmail.com

Works-M Vol.7『クオリアの庭』　
progress.4  Kyoto 「past_」
「移動をつづけながらクリエーションを行う」とい
うコンセプトのもと、創作が開始された『クオリ
アの庭』最後のプログレス公演。
日時：	11月21日（土）19:00

22日（日）14:00／19:00
23日（月・祝）14:00

会場：	フリースペース
料金：	一般前売 2,800円／当日3,000円
	 学生2,500円（前売のみ）
主催・問合せ：M-laboratory
　TEL：086-238-4867
　E-mail：m-labo@a2.rimnet.ne.jp

おしもはん
おむつなし育児研究家、助産師、介護経験者と
アーティストがくらしの中で体験し、感じたこと
を語り合い創作したダンスやパフォーマンス。
日時：11月24日（火）19:00

25日（水）14:00
	 	 ※開場は開演30分前
会場：	フリースペース
出演：	池端美紀、大歳芽里、辻野恵子、西山由

紀、伴戸千雅子ほか
料金：	一般前売2,500円／当日2,800円
	 小・中・高校生前売500円／当日800円
※未就学児の入場可（無料）。上演途中の入退場も可
主催・問合せ：月の家
　TEL：080-5345-9906（11月11日－25日のみ） 
　E-mail：oshimohan@gmail.com

イリーナ・メジューエワ
ペトロフピアノ リサイタル
日時：	11月27日（金）開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
料金：	3,000円（中学生以上）
主催：	明倫自治連合会・明倫ペトロフの会
問合せ：明倫ペトロフの会（小島）　
　TEL：075-221-3340 
　E-mail：petrof@meirin-news.com

劇団しようよ『ドナドナによろしく』
かの有名な歌曲「ドナドナ」をモチーフにした本
作は、いなくなった人の気持ちをさがし、追いか
け、つくり出す…そんな人々の物語です。
日時：	12月4日（金）19:00

5日（土）14:00／19:00
6日（日）11:00／15:00
7日（月）15:00

	 	 ※受付開始は開演40分前、開場は開演30分前
会場：	フリースペース
料金：	一般2,500円／U-30（30歳以下）2,000円
	 高校生以下1,000円（前売・当日共）
主催・問合せ：劇団しようよ
　TEL：090-7127-0353（制作：田嶋）

制作支援事業

努力クラブ10 『船の行方知らず』
日時：	11月6日（金）19:30

7日（土）14:00／19:00
8日（日）19:00
9日（月）14:00

会場：	アトリエ劇研（左京区）
料金：	前売1,800円／当日2,500円
問合せ：努力クラブ
　TEL：070-6547-9680（制作）
　E-mail：doryokukurabu@yahoo.co.jp

正直者の会.lab
『ともし火が炎となって魔女を焼く』
日時：	11月14日（土）19:00

15日（日）13:00／17:00
会場：	アトリエ劇研（左京区）
料金：	一般前売2,300円／当日2,500円
	 学生前売1,500円／当日1,800円
問合せ：正直者の会.lab
　TEL：090-9713-8150（いたくら）
　E-mail：syoujikimononokai.lab@gmail.com

何色何番⑯箱色企画 『あたし≒あたし』
『LOVE♥PINK』『ミニマル→ム』の二本立てオム
ニバス。
日時：	11月20日（金）14:00★／16:00☆／19:30

21日（土）15:00／19:00
22日（日）11:00／15:00／19:00
23日（月・祝）13:00／17:00

※★の回は『LOVE♥PINK』のみ上演。☆の
回は『ミニマル→ム』のみ上演

会場：	人間座スタジオ（左京区）
料金：	前売2,200円／当日2,500円
	 （★☆の回：前売1,000円／当日1,500円）

	 3人割1,600円（1名分／前売のみ）
問合せ：何色何番
　TEL：090-5670-2933(ヤタベ）　　　　　　
　E-mail：naniiro.number@gmail.com

桑折現×木藤純子×中川裕貴『CH』
CH4855のConcert Hallで繰り広げる、掘られる
穴と埋める音楽。交差する時間と複数のChannel。
願わくば、略されることのない出来事のために。
日時：	11月20日（金）19:00

21日（土）19:00
22日（日）14:00／19:00
23日（月・祝）14:00

会場：	アトリエ劇研（左京区）
料金：	A席2,500円／当日2,800円
	 B席（音楽鑑賞席）1,500円／当日1,800円
	 S席3,000円（前売のみ）
	 Z席8,000円（各公演1席／前売のみ）
問合せ：
　E-mail：gkxjkxyn@gmail.com

平成27年度 共催事業（発表支援事業） 募集
募集内容：公演、展覧会、講演、ワーク

ショップなど、芸術文化に関係し、
京都芸術センターで実施する必要
性が高いと判断される事業（これま
でに別の会場で実施されてきた教室・
発表会等は、原則的に含みません）

使用期間：2016年4月1日（金）－2017年3
月31日（金）

応募期間：11月1日（日）－20日（金）〔消印有効〕
使用会場：講堂、大広間、フリースペース、

ミーティングルーム2、和室「明倫」
※最終的な使用日時・会場は、審査後に調整
の上、決定。応募の際は、希望日を記入

使用料：無料
条件：
・	意欲的な芸術表現を試み、活動を継続
的に展開または支援していること

・	市民との交流に対して意欲的であること
・	制作室使用申請との重複申請は原則と
して不可
・	営利目的、宗教的・政治的行事などは不可

「藝文京展2016」
平面作品（版画・絵画・写真）募集
公益財団法人京都市芸術文化協会による
公募展。今回は版画・絵画・写真分野の平
面作品を募集します。
募集分野：平面作品（版画・絵画・写真）
テーマ：現代の平面～ひかりとかたち～
賞：藝文京展大賞（副賞30万円）ほか
登録期間：10月1日（木）－12月10日（木）

10:00－20:00〔必着〕
登録料：5,000円
入選作品展：2016年1月6日（水）－27日（水）
展覧会場：ギャラリー北・南、フリースペース
主催：	京都市、公益財団法人京都市芸術

文化協会
後援：	京都商工会議所、一般社団法人京都経

済同友会、京都新聞、NHK京都放送局
問合せ：京都芸術センター内「藝文京展」係
　TEL：075-213-1003
　E-mail：kouboten@geibunkyo.jp
※詳細はウェブサイトをご覧ください（www.
geibunkyo.jp/）

募集要項および応募用紙は、同センターにて配布中。ウェブサイトからもダウンロード可。
応募方法：応募用紙に必要事項を記入の上、必要書類とともに京都芸術センターまで送付ま
たは持参（持参の場合は締切日の20時まで）。

第240回 市民狂言会
日時：	12月4日（金） 開場18:30 開演19:00
会場：	京都観世会館（左京区）
演目：	舎弟、業平餅、月見座頭、金藤左衛門
出演：	茂山千五郎、七五三、あきらほか
料金：	前売2,500円／当日3,000円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京

都店、高島屋京都店、チケットぴあ
（Pコード：445-945）

※団体券2,200円（20名以上）は京都芸術セン
ターにて取扱

チケットぴあで取扱いのチケットは、電話、
ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブン・イレ
ブン、サークルＫサンクス）の専用端末などから
ご利用いただけます。
WEB：http://t.pia.co.jp
TEL：0570-02-9999

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業
および　印の共催事業・制作支援事業
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京都芸術センター×京都市立芸術大学	アーティスト・イン・レジデンス2015
マルティ・ルイツバシェ音響彫刻展覧会

大野一雄映像展（11/27－12/1）

五感で感じる和の文化事業	伝統芸能ことはじめ
第4回「実盛物語」

素謡の会「宙にただよう恋」
第3回《定家》

山崎彬	作・演出	『また愛か』（10/24－11/2）

［共催］「Ori-rhythm	Ⅲ」展
～建築空間を彩る現代の染めと織り～（10/21－11/4）

［共催］「Ori-rhythm	Ⅲ」展［関連企画］
オリリズム・ワークショップ

［共催］第328回	市民寄席

［共催］真夜中の学校	I

［共催］Trans_…	超えていくもの
京都⇋フランス現代音楽往来

［共催］鈴木陽子作品展vol.9	『人魚姫』

京都芸術センター×京都市立芸術大学	アーティスト・イン・レジデンス2015
マルティ・ルイツ	バシェ音響彫刻によるコンサート

KAC	Performing	Arts	Program	2015	/	Traditional	Performance
継ぐこと・伝えること54「石見神楽」

五感で感じる和の文化事業	月イチ☆古典芸能シリーズ
第29回「漆と食～器から見る食文化～」

［明倫WS］劇団ZTON『殺陣入門教室』［明倫WS］男肉	du	Soleil	連続ワークショップ
１．『男肉	du	Soleil稽古場見学』

［明倫WS］桑折現×木藤純子×中川裕貴
『コンサートの「もと」／「観客」を創る＋オープンスタジオ』

KYOTO	EXPERIMENT	トークイベント

［明倫WS］あごうさとし
『アウラの行方－「純粋言語を巡る物語－バベルの塔・」プレレクチャー』

明倫レコード倶楽部	[其ノ57]
「フルトヴェングラー特集」

大野一雄映像展［関連企画］
大野慶人	舞踏ワークショップ

アン・リスレゴー展『Shadow	Ya	Ya』［関連企画］
トーク	｜	アン・リスレゴー×河本信治

アン・リスレゴー展『Shadow	Ya	Ya』（10/27－12/25）

［明倫WS］男肉	du	Soleil	連続ワークショップ
2．『男肉的演技法を考える』［共催］Works-M	Vol.7『クオリアの庭』　

progress.4		Kyoto	「past_」

［共催］おしもはん ［共催］イリーナ・メジューエワ
ペトロフピアノ	リサイタル

sun mon tue wed thu fri sat sun mon wedtue fri
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 2726 29

sat sun sunmon monwed thu friwedsatthu fritue tuethu
3028

sun monsat

東京を拠点とする梅棒は国内外での活動を経て高い
評価を得てきた。今回の全国ツアーでの大阪公演を拝
見したが、会場の殆どを女性客が占めていた。寸分の
狂いもないパフォーマンスを叶える、男性ダンサー達の
鍛えられた身体。私も最近筋トレを始めたので、筋骨
隆々な身体には自然な敬意を覚えるのだ。私には分か
る。一朝一夕では作れない肉体が命を削りながら踊って
いる。私の心も、いつしか女性になっていた。
ダンス×演劇と銘打ち、楽曲として使用するJ-POPに
完全に沿った形でのパフォーマンスを行う。役柄の演技
をそのままダンスに置き換えた作品であり、非常に激し
い動きが連続する上演である。もちろん肉体的にも精神
的にも苛烈さが求められる。お世辞にも可愛らしさがあ
る訳ではない彼らの公演が、女性客相手に人気を集め
ているのは何故だろうか。
物語は単純な青春劇だ。ある田舎に一人のOLが偶然

にも訪れ、神社の巫女としてしばらく過ごし、野球部の
少年と淡い恋を経て、やがて別れがやってくる。二枚目
の悪役との喧嘩や大仕掛けもあり、夏の終わりにふさわ
しい作品だった。愛嬌のある登場人物達、いつまでも見
ていたい気分だった。
梅棒のパフォーマンスには、演出家・振付家のこまか
い視線が行き届いている。役柄演技・ダンス・感情表現、
それぞれが矛盾なく組合わさっている。聞けば、彼らは

異なる師匠のもとで技に磨きをかけてきた四人の女
流演奏家が、「清元わだち会」と称する会を始動させた。
四輪のごとく力をあわせて芸の向上を図り、少しでも多
くの人に清元を鑑賞して欲しいという思いからだ。ちょ
うど車輪の跡である轍

わだち

を辿っていけるように、愛好者や
後継者を未来に繋げていきたい願いもあるという。
三味線音楽の一ジャンルである清元（節）は、語り物

である浄瑠璃の一派として十九世紀初頭に誕生した。
江戸を中心に栄えた町人文化の粋を反映させており、
変化物舞踊や御祝儀物など曲種が多彩である。こんに
ち舞踊会で多くの名曲が親しまれ、その数は歌舞伎舞
踊の音楽として発展した長唄に次ぐと言われている。そ
うした舞踊での清元に慣れ親しんだファンにとっては、
今回のような語りと三味線だけの演奏会形式は、物足
りなさを感じるかもしれない。他方、舞踊はもとより、三
味線ですら見慣れない人々からすれば、「こんな音楽
があるのだ」と新鮮味を覚えるだろう。むしろ後者の視
点で迎えられる方が、この会にとっては理想的である。
立ち見が出るほど大勢の聴衆が集まる中、格調高く

めでたい内容を持つ『青海波』と、平井権八と遊女小
紫の情話をもとに脚色された『権上』の二曲が披露され
た。演奏時間は休憩を挟んで一時間強と短めではあっ
たものの、わかりやすさと親しみやすさをもたらしてい
たように思う。

ユトリロとジョン・レノンは、「母と子の物語」という
観点から捉えると、とてもよく似ている。本展を見たあ
と、不意にそんな連想が強くなった。「ノーウェアボーイ」
（2009）という映画をかつて見たせいだろう。まだ何者で

梅棒「クロスジンジャーハリケーン」
9月19日(土)－23日(水)

ABCホール（大阪市福島区）

「第一回 清元わだち会」
6月27日（土）

国立文楽劇場小ホール（大阪市中央区）

ユトリロとヴァラドン ─母と子の物語─
スュザンヌ・ヴァラドン生誕150年
9月15日（火）－10月18日（日）

美術館「えき」KYOTO（京都市下京区）
※本展は佐賀県立美術館に巡回します。（10月24日－12月6日）

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　11 / 1 ▲ 11 / 30

図書室休室日：11月30日（月）

純粋が響きあう 耳を刺激する艶やかな響き

二組の母子の、ありふれた
相似のことなど

ダンス 伝統

美術

高橋良明 北見真智子

吉田大輔

本番期間にも毎晩映像をチェックし、精度を上げる作業
を行っているのだという。
こうした無声劇で、しかも激しいテンポのダンス。し
かし自然なキャッチボールの会話劇としても成立してい
たように思う。これは天井知らずの稽古の結果だ。その
サービス精神が観客を惹きつけるのか。いや、まだ何か
あるのか。
ところで、観客は梅棒のエンターテイメントをどのよ

うに受容していたのか。察するに、ダンサー達の犠牲を
見ていたのだ。あのパフォーマンスは彼らの純粋さを演
出する為にあったのかもしれない。役柄の感情表現と振
付、出ハケ等、様 な々折衝の一途な繰り返しである。要
素が多い故に完成する事は永遠にない。ついに、劇場
には「純粋」が浮かび上がる。
前半部。キャストを紹介するPVと共に役者が勢揃いす

る。彼らはグレーのコスチュームに身を包み、見事な統
一を見せる。観客席の期待に応えての熱い一瞬であり、
舞台は彼ら供物を捧げる祭壇である。そこでは快感も休
息も禁制であり、それが劇場に対流を起こすのだろう。
純粋さはこの構造の輻輳装置として働いている。そこに
は嗜虐性がある。ある意味では男女の性差も見いだされ
る。ただ、役者と観客の血よりも濃い関係が、そこには
花開いている。 （9月20日１4:００の回観劇）

特に後半の『権上』は、情景や登場人物の感情を表
現豊かに語る清元の特色が存分に味わえる仕上がり
であった。自分の犯した罪の懺悔を切 と々語る権八（清
元延月知）、そんな権八に一目逢いたいと駆けつける小
紫（清元延柳朱）、二人の最後の水盃を許す警護の役人
（清元延栄雪）と、三人三様の語りが聴衆の想像を刺激
する。高い音に技巧を凝らす発声は、物語のクライマッ
クスにあたる読経の場面で、その効果を最大限に発揮
していた。加えて三味線（清元延菊笑）が物語に彩りを添
え、哀愁的な世界へと誘う。詞章の配布はあったにせ
よ、聴く楽しみを改めて教えられた気がした。
これまで清元の演奏会がなかったわけではない。し
かしながら、「江戸」の色合いが濃いためか、もっぱら
関東の地で、なおかつ男性の演奏家によるものであっ
た。一方の関西は、戦前より女流演奏家たちが舞踊の
地方（伴奏）を勤め、普及に貢献してきた。花街の衰退
が危ぶまれる中、一門の垣根を取り払い、関西の地で
演奏会形式を実現させた今回の取り組みは、評価に値
すると言っても良いだろう。
もちろん多くの課題も残されている。公演時間と曲と
のバランス、曲の見せ方、また延菊笑の弟子として初舞
台を踏んだ清元延菊笑璃の育成などである。次世代へ
と繋げていくためにも、今後の活動に期待を寄せたい。

もなかった頃のジョン・レノンを描いた映画だ。
ジョンは伯母に育てられた。4歳から16歳まで、実の
母・ジュリアと会うことはなかった。決意して会いにいく。
すると、抱きしめてくれた。泣きながら謝られた。「愛し
ている」とも言ってくれた。自分を捨てた母は、とても美
しかった。それから何度も会いに行ってしまう。ロックン
ロールがすきなひとで、話がおもしろい。ギターも教えて
くれた。大人なのにすごく正直な感じがして、こんな大
人もいるんだな、と思う。
こまってしまう。自分の感情をどう整理すればいいの
か、わからなくなったからだ。長く実母を憎んできた気持
ちをそう簡単に割り切れはしない。だが、自分ももう子供
じゃない。会ってしまえば許してしまいそうになる。それ
以上にこまるのは、さまざまな恋に洗われてきた母の美
しさだ。母が女であることを憎んできたのに、そんな母
だからこそ、恋に似た気持ちで、いまは惹かれる。音楽
を教えてくれる大切な親友のようにも思ってしまう。ああ。
自分を捨てた母はもっと「悪い女」なはずだったのに。
本展で可視化される「物語」、すなわち、ユトリロが、

シュザンヌ（スュザンヌ）・ヴァラドンという「悪い」母に抱い

ていた複雑な感情は、これによく似ている。通常の親子
関係よりも起伏が激しく、陰翳に富んでおり、恋慕、友
愛、嫌悪、甘え、みんなそこに含まれている。
だが、ジョン・レノンの母は、市井のひとである。一方、

シュザンヌ・ヴァラドンは、堂々たる一個の芸術家で、再
評価も進んできている。むしろ、歴史のある時点までは、
ユトリロこそが「ヴァラドンの息子」だったのだろう。
本展は、けして、ユトリロが主、ヴァラドンが従、とい

う構成にはなっていなかった。それぞれ約40点と出展数
で言っても拮抗しているし、出ている作品はどちらのもの
も充実していて、よかった。
二人の芸術家を扱う対決型の展覧会を見ると、どちら

がいいと思ったかというごく単純な話を誰かに言いたく
なってしまう。率直な印象を言うが、ヴァラドンが、ユトリ
ロを完全に圧していた。
たとえば、本展でいちばんおもしろい絵を一点選ぶな

ら、私は、ヴァラドン「ユッテルの家族の肖像」(1921)を挙
げる。40点ほどまとめて見るとよくわかるが、ヴァラドン
は、ひとの顔を描くのがとてもうまい。単純な把握のよう
でいて、個々の人間を鋭く捕まえている線もいいし、色

彩の感覚がまったく古くない。この絵は、顔がとてもよく
似た若い女が二人と、似ていないのにどこか遺伝子の
つながる感じのおばさんがひとり、計三人並べられてい
るので、ヴァラドンの人物画の面白さがよくわかる。

たかはし	よしあき／インタビュアー●「京都の演劇人にインタビュー	頭
を下げれば大丈夫」というウェブサイトを製作しています。筋トレが習
慣になってきました。身体が変わっていくのを感じます。楽しいですね。	
http://www.intvw.net/

きたみ	まちこ／大阪音楽大学非常勤講師ほか●知人が見せてくれたボ
タン。1910年代に販売された某ブランドのジャケットに付いていたもの
で、アクセサリーなどにリメイクするのが人気なのだとか。ふとした発見
から再評価へとつながる面白さ。〈伝統〉を紐解く鍵にもなりそうです。

撮影：小林英明

梅棒4th	play「クロスジンジャーハリケーン」東京公演のステージ

よしだ	だいすけ／京都造形芸術大学非常勤講師ほか●クレスペル『ユト
リロの生涯』は、ユトリロの肩を持とうとするあまり、ヴァラドンをぼろくそに
言っていてかわいそうになってきて腹が立ちますが、それを割り引くといい
本だと思います。わりに近年出たジャンヌ・シャンピョンの伝記小説『シュザ
ンヌ・ヴァラドン　その愛と芸術』は、もっといい本です。

スュザンヌ・ヴァラドン《ユッテルの家族の肖像》(1921)
所属：国立近代美術館（ポンピドゥーセンター贈、パリ）
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桂フォーンや渡辺フォーンのように音響彫刻には日本人の名前がつけら
れています。それは、いわゆる「クラシックな」楽器の名前をつけるのに
はふさわしくないとバシェ兄弟が考えていたためであり、万博が開催さ
れた当時、アシスタントを務めた方の名前をそれぞれにつけたのだそう
です。 古川真宏（アート・コーディネーター）

TO P I C  03 TO P I C  04

TO P I C  02

KAC Performing Arts Program 2015 / Contemporary Dance KAC Performing Arts Program 2015 / Traditional Performance
継ぐこと・伝えること54

京都芸術センター×京都市立芸術大学 アーティスト・イン・レジデンス プログラム 2015

大野一雄映像展・大野慶人舞踏ワークショップ
「石見神楽」

マルティ・ルイツ バシェ音響彫刻修復プロジェクト

今年度、本プログラムで招聘するのは、バルセ
ロナを拠点に活動するアーティストであり研究

者でもあるマルティ・ルイツです。彼は、フランソワ・
バシェとベルナール・バシェ兄弟による音響彫刻（以下、
「バシェ音響彫刻」）の研究者であり、これまでにも世界
各国のバシェ音響彫刻の修復を手掛けるとともに、彼
自身もオリジナルの音響彫刻を制作してきました。
音響彫刻とは、その名が示すとおり、楽器である

と同時に彫刻作品でもあるバシェ独特のオブジェ
であり、主に音を発生させる振動部と、円錐形の音
響増幅装置から主に成り立っています。1970年の
大阪万博では、鉄鋼館のプロデューサーであった
武満徹がフランソワ・バシェを招聘し、17基の音響
彫刻が展示・演奏されました。ところが、現在では
そのほとんどが解体され、錆びたり変形したり損傷

日本人の持つ身体性や日本の土着性を基
にした舞踊形式である「舞踏」。大野一

雄は、この舞踏を確立した人物の一人です。
1949年に舞踊家としての活動を始め、1960年
代に土方巽と出会った後は、数々の舞踏作品
を創作。欧州、北米、中南米、アジア各国で広
く活動し、晩年も第一線での活動を続け、100
歳を越えても舞台に立ち続けました。1977年
には代表作となる『ラ・アルヘンチーナ頌』を発
表し、「舞踏」という表現を世界的に広めたと
いわれています。
今回の展示では、大野一雄出演の自主製

作映画や、スイスの映画監督ダニエル・シュ
ミットによる短編映像など、様々な映像上映を
通して、大野一雄の舞踏の持つ魅力に迫りま
す。また今回は展示だけではなく、大野一雄
の次男でもある舞踏家・大野慶人による舞踏
のワークショップも同時に開催。さらに同時期
には京都造形芸術大学にて「大野一雄アーカ

イブ展」や公演・トークが開催されます。大野一雄が2010年に103歳で亡くなってから5年。資料と実践を
通して、彼の残した足跡を辿ってみませんか？

2 015年度は「集」をキーワードに、人と人が集
う中で育まれ、実演、継承さ
れてきた伝統芸能に着目し
ます。その第一弾となるのは
「石見神楽」。五穀豊穣を祈
願して地域のお祭り等で奉
納されてきた神楽は身近な
伝統芸能として親しまれてき
ました。なかでも島根県北部
の石見地方に古くから伝わ
る「石見神楽」は優美かつス
ケールの大きな舞で知られ、
近年では石見のみならず、
日本各地、海外でも公演が
行われています。今回は数ある社中の中から、久

く

城
しろ

地方に伝わる神楽を受け継ぐ久城社中を招き、「石
見神楽」の実演とトークをお届けします。
久城社中は、江戸時代末期に神官が舞っていた神楽を引き継ぎ、地域に根差した神楽として社中独特

の楽のテンポ、舞い方を忠実に継承し続けてきました。
神事でありながらも明快なストーリー展開と心躍る囃子で観る人の心を引きつける「石見神楽」。久城
社中がこれまで受け継いできた伝統とともに、ゲストに自身も「オタケビ神楽団」を率いる音楽家福岡ユ
タカを招いて、現代に通じる演劇的要素、音楽性に迫ります。圧倒的な迫力で迫る「石見神楽」を全身で
体感してください。

を受けたままの状態で保管されており、当時どのよ
うな姿で人々の目と耳を楽しませていたのかは、写
真から想像するより他はありません。
すでにルイツは2013年に大阪の万博公園内で
バシェの音響彫刻２基を修復し、EXPOパビリオン
（かつては鉄鋼館だった）と京都芸大でレクチャー・コン
サートを行ないました。このとき修復したのは、川
上フォーンと高木フォーン（関根フォーンという説もある）
で、このふたつは現在、鉄鋼館のエントランスホー
ルに展示されています。ルイツは今回の滞在で、さ
らに桂フォーンと渡辺フォーンの2基を修復します。
音響彫刻は、打つ、こする、振るなど、打楽器と
同じように「演奏」します。今回修復する桂フォーン
は、複数の発音機構を持っている音響彫刻です。
鉄琴のように横に並んでいる金属板、高低差の段
階をつけてそびえ立つ金属棒、また箏のように音
階つきで張られた金属線といった各部を、マレット
で叩いたり、ゴムボールでこすったり、チェロの弓
で弾いたりして音を出します。渡辺フォーンは、観
客から見てタテヨコそれぞれ2mほどある大きな増
幅装置がダイナミックな音を生み出します。
これら2つの音響彫刻は、11月4日から12日まで

京都芸術センターのギャラリー北で展示した後、11
月15日のコンサートでは楽器として使用します。武
満徹作曲の『四季』は1970年の万博の演奏会が初
演でしたが、2名の打楽器奏者が入国トラブルで間
に合わなかったという経緯があります。今回は、こ
の初演コンサートに出演した山口恭範さんをお迎
えして、より「完全な」形の演奏を目指します。
現在、マルティは京都市立芸術大学美術学部彫
刻専攻の協力のもと、バシェ音響彫刻の修復と、新
しい音響彫刻の制作に取り組んでいます。音響彫
刻は、彫刻作品であると同時に楽器でもあるとい
う点から、インターディシプリナリーな方針でプロ
ジェクトを進めることが必要になってきます。近年、
現代美術作品の修復が盛んにおこなわれています
が、音響彫刻の修復プロジェクトはそのモデルケー
スの一つとしても意義深いのではないでしょうか。

「KAC	Performing	Arts	Program	/	Contemporary	Dance」では、これまでに様 な々ダンサー・振付家を招聘してきまし
た。2015年8月には大植真太郎による新作公演を実施しましたが、11月は大野一雄舞踏研究所の協力のもと、舞踏家・
大野一雄の映像展と大野慶人によるワークショップを開催します。 京都芸術センターでは、開設当初より伝統芸能を体験し、楽しむ多彩なプログラムを実施しています。なかでも「継ぐこ

と・伝えること」は解説や体験を交え、敷居が高いと思われがちな伝統芸能をわかりやすく届けることを目指し、新たな
伝統芸能の姿を模索してきました。2015年度は「集」をキーワードに、人と人が集う中で育まれ、実演、継承されてきた
伝統芸能に着目します。第一弾として「石見神楽」をお届けします。

京都芸術センターでは、京都での制作やリサーチを望
む芸術家または芸術分野の研究者の滞在を受け入れ、
新しい芸術を生み出す機会を提供するアーティスト・イ
ン・レジデンス	プログラムを実施しています。2000年
から毎年実施している公募プログラムに加えて、2011
年からは京都市立芸術大学と連携した招聘プログラム
も実施しています。

舞踏は海外でも「Butoh」と呼ばれ、日本の代表的な身体表現のひとつとして捉えられています。コンテンポラリーダンスのみならず、現在日
本の舞台表現を考えるうえで欠かすことのできない「舞踏」。この機会に、ぜひ大野一雄の舞踏の世界を体験してみて下さい。

岩村空太郎（アート・コーディネーター）

今回実演される「双剣の舞（くしろ）」は複数の剣を手や口で操る勇壮なもの。久城地方にのみ伝わる貴重な舞と、福岡ユタカ×久城社中のトー
クをどうかお楽しみに！ 芝田江梨（アート・コーディネーター）

大野慶人 （おおの よしと）　東京出身。1959年土方巽の「禁色」で少年役を演ずる。以後、アルトー館、暗黒舞踏
派公演に参画。1969年初リサイタルのあと舞台活動を中断。1985年「死海」の大野一雄との共演でカムバックした。
1986年以降大野一雄の全作品を演出。1998年、郡司正勝氏の遺稿を基に自身のソロ作品「ドリアン・グレイの最後の
肖像」を上演。ソロ作品近作に2013年「花と鳥」など。

PROFILE

映像作品「O氏の肖像」

※イベント情報（P2）もご覧ください

※イベント情報（P2）もご覧ください

※イベント情報（P2）もご覧ください
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／
阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。

○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・
談話室・チケット窓口　　　　　	……… 10:00－20:00

○カフェ	……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室	 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　		twitter：@Kyoto_artcenter
　		http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　		twitter：@Kyoto_artcenter

アーティストインタビューやイベント情報など
トピックが満載！


